
 

 

 

 

 

  

真夏の暑さが続く中、１学期の終業式を迎えました。三者面談を経て、夏休みの過ごし方も明確になったことと思

います。それぞれが自身の目標を達成できる有意義な夏になりますように。 

 

国連セミナー ７月７日 

７月７日（金）７限目に１年生を対象に体育館で元国連世界食

糧計画（ＷＦＰ）のアジア地域局長である忍足謙朗（おしだりけ

んろう）氏による「世界とつながる国連セミナー」を実施しまし

た。昨年度に続いて２回目のセミナーです。世界の飢餓問題や紛

争地への食糧支援について忍足氏の講話を聞きながら、生徒たち

は世界の現状や今後について考えました。忍足氏は、「遠い国の出

来事だから関係ないという考えは捨ててほしい。困ったときはお互いさま。これを世界レベルで考えられるか。全

部繋がっている。心のどこかで自分は世界の一市民であるという気持ちを持ってほしい。」と訴えました。１６時か

らは、場所を視聴覚３に移し、１～３年生の希望者を対象に第２部を行いました。参加した約２０名の生徒たちは

１７時を過ぎるまで、途切れることなく忍足氏に質問し、質疑応答を繰り返しながら考えを深めました。第１部も

第２部も大変有意義な時間となりました。 

 

山東師範大学生来校 ７月７日 

７月７日（金）１０時に、中国の山東師範大学生６７名と先生７名が来校しました。会

議室で深野校長より歓迎の挨拶を行った後、４グループに分かれて、校内の施設見学と

授業見学を実施しました。３限目には、体育館で２学年全員との交流会を行い、冒頭で２

年５組杉本奏さんが歓迎の言葉を英語で述べました。思いはしっかりと届き、続いて訪

問団長の趙曰峰先生が杉本さんの言葉に触れながら、新高生の意欲と積極性を褒めてく

ださり、有意義な交流にしましょうと呼びかけました。その後、１５グループに分かれて

交流し、それぞれのグループでは七夕にちなんで笹を用意したり、折り紙や刀の模型な

ど日本の伝統的なものを会話のきっかけにしたりと、工夫を凝らした内容で、あっとい

う間に打ち解けた雰囲気になっていました。最後には全体で記念写真を撮影し、名残を

惜しみながら交流会を終えました。訪問団は会議室で昼食をとった後、１２時１５分に

新宮高校出発となりましたが、お互いに積極的な交流ができ、貴重な経験となりました。 

 

１学年科目選択説明会 ７月７日 
７月７日（金）１９時から会議室で、１学年保護者対象の科目選択説明会を行いました。

雨天の中でしたが、１００名を超える保護者の方々が出席くださり、深野校長の挨拶の

後、岩倉教務部長が、２・３年次の教育課程や進路希望と２年次の選択群における選択の

仕方の関連性等について説明しました。 

 

薬物乱用防止講話 ７月１２日 

７月１２日（水）７限目に全校生徒を対象として、体育館で薬物乱用防止講話を行いました。新宮警察署生活安全

刑事課の中濱智厚氏と和田侑大氏がお越しくださり、薬物の恐ろしさについて映像を用いながらお話しくださいま

した。今後甘い誘惑があるかもしれないが、薬物を使用してしまうと依存症になり、心身をぼろぼろにしてしまう

こと、薬物乱用は失うものばかりで、自分や家族、他人の一生も台無しにしてしまうということを力を込めて伝え

られました。「大切なのは、自分を大切にする心、周囲を大切に思う心、誘われても断る勇気。誘われるようなこと

があれば、警察に相談を」とまとめました。 
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ＳＤＧｓ学習会 ７月１４日 

７月１４日（金）５～７限目に１学年でＳＤＧｓ学習会を行い、カードを使用した社会シミュレーションゲーム

「ＳＤＧｓ ｄｅ 地方創生」で持続可能なまちづくりについて考えました。学習会は各クラスで行われ、複数グル

ープに分かれた生徒たちが、それぞれ行政と住民のいずれかの役割を担いました。「人口」「経済」「環境」「暮らし」

の４つの指標を見ながら、まちづくりに関する与えられたアクションをクリアし、それぞれの「志」（ゴール）の達

成と持続可能なまちの実現を目指します。昨年度に続き、ゲームでは赤岡誠氏（那智勝浦町福祉課）をはじめとする

公認ファシリテーターが講師を務め、ＳＤＧｓ全般についての説明やゲームの運営、振り返りなどを行いました。

生徒たちは、目標達成に資するプロジェクトを実現するため、資金や人的資源を集めに奔走し、社会に与える影響

やリスクについて活発に議論を交わしながらゲームを進めることで、持続可能なまちづくりについて理解を深めま

した。 

 

 

１学期終業式 ７月２０日 

７月２０日（木）２限終了後に、１学期終業式を体育館で行いました。県民歌斉唱、校歌斉唱に続いて、深野校長

が式辞を述べ、１学期の新宮高校での学びを振り返る中で、各学年や部活動等でさまざまなチャレンジがなされた

ことを確認しました。探究学習が進められていること、山東師範大学生の来校

やベトナム・アメリカ・オーストラリアへの訪問等、多くの取組が動き出し、

活動の機会が増えている今こそ、自ら学ぼうとする姿勢や、分かったことを行

動・実践に繋げていくことが大切であると強調されました。夏休みは自分で使

える時間がたくさんあるので、どう使うかは自分次第、学習やさまざまな活動

に主体的にチャレンジし、２学期始業式には成長した姿を見せてほしいと話

されました。また、終業式後には生徒支援部長から夏休みの諸注意がありまし

た。８月２２日までの夏休み、健康には気をつけて、有意義な時間を過ごして

ください。 

☆☆☆進路関係の説明会を実施 １６：１０～視聴覚３☆☆☆ 

７月１０日 和歌山県立医科大学保健看護学部校内説明会 

辻あさみ先生と米島望先生がお越しくださり、大学での学びの概要やカリキュラム・入試等についてお話しくださいました。和歌山

県立医科大学保健看護学部での学びを具体的にイメージすることができ、進路実現に向けての意欲を高める時間となりました。 

７月１２日 和歌山県立医科大学薬学部校内説明会 

薬品化学研究室教授の相馬洋平先生がお越しくださり、薬学について、また大学での学びの概要やカリキュラム・入試等についてお

話しくださいました。薬学の魅力や可能性に触れることができ、進路について深く考える機会となりました。 

７月１４日 和歌山県立なぎ看護学校校内説明会 

副校長の尾﨑先生が、学校の概要や特徴、地元の看護学校としての取り組み等について説明してくださいました。将来看護師を目指

したいという強い志望をもって進学してほしいと話されました。 

７月１８日 和歌山県立医科大学医学部校内説明会  

事務局入試学務班の豊田様より、入試方式、特に県民医療枠についての説明を受けました。令和元年度に本校を卒業し、現在同大学

医学部４年に在籍している榎本真太さんも来校し、授業の様子やサークル活動、アルバイトの様子など大学生活の実情を詳しく聞かせ

てくれました。また、高校時代にどのように勉強したかを話してくださり、後輩にエールを送ってくれました。 


